
 

 

 

 

 

ともいきライフ住吉が 

目指している事 
～たくさんの笑顔が見られますように～ 

ともいきライフ住吉 上野 忍 
  
ともいきライフ住吉 基本方針 
《自立・自己実現への専門的支援》 

利用者一人ひとりが｢笑顔で元気に｣なれるよう 

信頼関係の構築と必要な支援を適切に提供する。 
 

《利用者中心の施設づくり》 

利用者個々の満足度に視点を置き、魅力のある

サービス提供に努める。 
 
《地域福祉の拠点としての施設づくり》 

利用者が地域社会に生きる市民として豊かな社

会生活が営まれるために支援の充実を図る。 

 

上記の基本方針を踏まえ、ともいきライフ住吉

が今一番大事にしていることは、“チーム支援”

です。 

私は、通所施設に長年勤めた後、３年前に入

所施設に異動になりました。変則勤務のため職

員全員が顔を合わせられ

る日がほとんどなく、同

じ職場にいても｢久しぶ

りだね｣と言ってしまう

ほどでした。また、日々

の連絡事項が全員に伝わるまでに何日もかかる

ことがあったり、所内での出来事を数日後に知

ることがあるといった通所との違いに、戸惑い

を感じました。 

そのような状況なので、利用者の状況をきち

んと知るためには、職員間の“報連相”が欠か

せません。なぜこの利用者さんは

この行動をしているのだろう？と

疑問に思っても、勤務したその日

のその場面だけでは点でしかあり

ませんが、記録や報告など毎日の

点を確認することで線になって理

解出来るのです。職員同士が声を掛けあい情報

共有を意識し、チームとして取り組むことを大

切に日々取り組んでいます。 

 

昨年から続く新型コロナ

ウイルス対策により、例年

通り行事や外出が行えな

い、帰省も思うように出来

ない状況が続いており、ス

トレスを感じている利用者

さんもおられます。 

そんな中だからこそ、私

たち支援者の発想力、支援

力が試されているのだと思

います。「外出が出来ない

なら、食べたい物をテイク

アウトして所内で食事会を

楽しもう」「昼食作りも出

来るかな」「連休は大きなスクリーンで DVD鑑賞

をしよう」など、所内で楽しめる工夫を日々考

え、実施しています。 

先日は、毎年恒例の住吉夏まつりが行われまし

た。昨年に続き、ご家族等の参加はなく所内での実

施となりましたが、特別な食事メニューを考えた

り、ハンドベル隊の発表に向けて利用者・職員一緒

に練習を積んだり、休日に上田わっしょいを練習し

てお祭りの雰囲気を盛り上げたり･･･係の職員を中

心に、利用者も職員も楽しめる様工夫が凝らされた

お祭りになりました。 

職員が楽しくなければ利用者も楽しくないは

ず･･･これからもたくさんの笑顔を見るため

に、職員みんなが方向性を

同じくし楽しんで日々の

支援が出来る、そんな 

ともいきライフ住吉を 

目指していきたいと 

思います。  
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今回は、味遊カフェの接客などでキラキラ頑張る

利用者さんとはまた別に、生豆選別作業でキラキラ

頑張る利用者さんのお仕事をお届けします。 
 

珈琲生豆選別隊☕ 

生豆の中から一つ一つ不

良豆を選別する作業課利

用者さん。みんな丁寧に

不良豆を選別してくれま

す。今年度より「豆課」

という作業課を起ち上

げ、コーヒー豆選別に力

を入れています。 

生豆選別作業は、石などのコーヒー豆ではない異物

（発酵豆・黒豆・虫食い豆・カビ豆・トウモロコシ

等々）を取り除く作業です。生豆の選別を初めておこ

なう時は、色・形の違いくらいしかわからないと思い

ます。よーく見ていくうちに、こまかく色や様子が違

うものの、見分けができるようになります。皆さん経

験を積み、並べ方を工夫するなどしながら選別してし

まいます。辛抱強く生豆と格闘されています。 

 

【個性と根気あふれる豆選別絵図】 

豆選別する際、見落と

しが無いように、生豆をト

レーに並べてくれました。

等間隔に 300 個以上の豆が

並んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者さんの本音を聞いてみました👂 

Q. 好きな豆はありますか？ 

・マンデリン…（値段が）お高いから。上級者向け。 

・どれも同じだよ。 

Q．豆選別作業は好きですか？ 

・不良を見つけられて楽しい。 

・目が疲れる、肩がこる 

・コーヒーは嫌い、でも豆選別は好き。 

・一日やると眠くなる。でもお仕事がんばる！ 
 

カフェの外でも頑張る利用者さん 

❀お庭を綺麗にして頂いています❀ 

カフェの庭の草取り・花植え・水くれなど環境整備

も行っています。 
 

💪生豆運搬部隊💪 

力自慢の利用者や女性利用者さんにもお願いしなが

ら、10キロの生豆の袋を倉庫から運んでいます。 
 

あなたも豆選別にチャレンジ！ 

左の写真に、不良豆があります。あなたは、見つけ

られますか？      

 正解は、下の４つです。 

 

 

 

 

  今回は、味遊カフェ特製のかき氷のご紹介。スイーツデー限定で、 

自家製珈琲シロップと練乳たっぷりのベトナムコーヒー風のかき氷をお出ししました。 

大人味のかき氷♪夏だけなので、見かけたらお試しください♪ 

 

味遊カフェニュース 

ともいき宝池和順ではコーヒー豆のお仕事

に携わる利用者さんのキラキラ輝く様子を

紹介します。 



 
前回の「蓮の音こども園 清水 千晴さん（前回お名前を間違えまし

た。この場でお詫び申し上げます。）」からバトンを受け取ったのは 

ともいきライフ住吉の 足立 陽和 さんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

  

清水千晴さんよりバトンを受け取りました。ともい

きライフ住吉の足立陽和です。 

偶然ですが、私も 35年前にサマーチャレンジボラン

ティアに参加させて頂きました。 

当時は、運動部で体力に自信があった私は、何でも出 

来る気がして、ともいきライフ住吉（当時は宝池住吉

寮）に伺いました。作業内容は、利用者さん達の居室 

 

 

 

 

 

 
 

のお掃除と畳み上げと畑作業でした。住吉も今の倍の

利用者さん達・・食堂は、大変な事になっていました

が、食事は全員一緒。驚きで食事が出来ない私に職員

さんが「早く食べないと食べられちゃうよ」と言われ、 

 

 

 

 

 

 

後ろ振り返ると私のコロッケを見つめている利用者さ

んがいらっしゃいました。(^_^;) 

体力的には、大変な仕事なのに職員さん達は、何故、

楽しそうなのか・・と思った記憶があります。ご縁が

あり、住吉で働かせて頂いています。毎日、利用者さ

ん達の純粋さに癒され、元気をいただけます。時に

は、有り難い 

言葉をかけて 

頂き、ハッと 

する事も… 

今は、当時の 

職員さんの気 

持ちが分かる 

気がします。 

福祉の仕事につけて良かったと思います。 

今後は、少しでも若い世代の方達にこの気持ちをお

伝えできればいいなぁと思います。 

リレーコラム 

足立さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･

『事務局 坂田 大樹さん』です。 

      よろしくお願いします！ 

 

グループホーム職員   

木下 文夫 
 

私は、令和１年と２年の２年間、武捨幸雄先生とともに

県立高校の教壇に立つ経験をしました。教育課程の再編に

より終了となり、現在はグループホームで働いています。 

高校福祉科の授業は、福祉や介護職へ進路を探る生徒に

とっては座学、実習（演習）を通じて基礎的な教養を得る

ことができる実践的な分野です。今回は、自分の経験をお

伝えできればと思います。 

授業は毎回がスリリングでした。授業プリントや配布資

料などの準備は楽しく、充実したものになりましたが、生

徒の反応は幅広く、驚きや発見の連続でした。 

初年度では、座席表通りに座ることに抵抗する生徒が複

数いて、この一群はしまいには介護用ベッドを並べてそこ

で授業を受けるようになりました。手にはスマホがあり、

ゲームや動画を見ていました。私の声のトーンは中音域が

多く、これは睡魔を誘うようでした。授業が終わると配布 

したプリントが散乱しており、自分は一体何をして 

いるのかと考えさせられる日々でした。しかし、 

中には集中して聞いてくれる生徒もおり、私はこの群を中

心に置いて授業をしていくようにしていきました。その生

徒は卒業と同時に介護職や障がい者支援事業所のスタッフ

として就職していきました。 

ところで、国道 18 号線の産業道路近辺には沢山の飲食

店があります。回転ずしやラーメン店ではアルバイトをし

ている生徒に出会うことがありました。私を悩ませていた

生徒たちです。この子らの接客や会計のやり取りを見てい

るとこれはもうプロ級です。学校では知ることのできない

側面を見ることができました。この経験を通じて、生徒の

家庭環境や成長発達における課題などに関心を持ち始め、

アセスメントをしていくようになりました。 

成績作成では知識と経験を十分お持ちの武捨先生に学ぶ

ところが多く、客観的な指標の組み合わせの上で結論を導

き出していく手法は大いに参考となりました。 

そして２年目に入ろうとした途端、国の緊急事態宣言の

発令で２か月間全面休校となってしまい、新たな困難を迎

えることになってしま 

いました。 

次回は、実習（演習） 

とフィールドワークでの 

経験について書きたいと 

思っています。 
 
（写真）高齢者が楽しめるレクレーションを知るという 

授業では、レクを作る発想を学習しました。 

木下の知恵袋 

左から 5番目の黒い T シャツが当時の陽和さんです 



 

 

ともいきライフ月影 高野紀子 

 

皆さん、災害の備えは万全でしょうか。 

近年は、急な災害に備えて日頃から対策を

行なっておく必要があると言われています。 

食料、飲み水、懐中電灯、排泄用備品等々、

必要不可欠なものは多いですが、最低限の物

は備えておきたいです。 

最近の非常用食品は、リーズナブルな価格

で購入出来、味付けも改良され美味しくなっ

ています。加熱なしで食べられる物や水を加

えて御飯として食べられる物等本当に様々で

す。それに日頃から食べ慣れているものを代

用でストックしておくことでも良いそうです。 

災害に関わらず食事は非常に大切となりま

す。食は人を支えています。 

ともいきライフ月影では、緊急に備え、毎

月避難訓練を実施しています。何か起きた時

の為にです。緊急時は日頃の行いがスムーズ

に出来てほしいと思います。 

昨年は、非常用の御飯を食事の中で提供し

てみたところ、多くの利用者さんは普段と変

わらずに食されていましたが粥食やペースト

食、パン除去食等と個別に対応が必要な方も

おり、全員が同じものを提供することは難し

く、課題の一つと言えます。 

また、体育館南側の斜面地帯は、イエロー

ゾーンとレッドゾーン(土砂災害警戒区域）と

なっており、２年前の台風 19 号の日は、浴室

や厨房、ハウスに被害はあったものの、利用

者さんや建物は無事で安堵しました。あの日

は恐ろしさを身近に感じた日でした。 

いつどこで起きるか分か

らない災害。常に頭の片

隅には入れて行動し

たいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

蓮の音こども園 臼井 亜矢子 作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気付けば今年も残り 4 か月と少し。コロナワクチン接種が始まりましたが期待して 

いた効果には及ばす、感染拡大は止まりません。そんな中、東京オリンピックの日本選手の 

活躍や高校野球甲子園大会で球児の躍動を観ると胸が躍り、少し心癒されました。 

私たちも利用者にとってそんな存在でありたいと思う今日この頃です。(塚田) 

 

  
 

♡癒しのじ・か・ん♡ 
 

上田ロータリークラブから贈り物を頂きました 
コロナ禍で色々 な活動が縮小している 

時だからこそロータリークラブは活動 

を進めるというお話で、非接触体温計 

ニトリル手袋、手指消毒剤のご寄附と 

手が触れる箇所の抗菌作業をして頂き 

ました。ありがとうございました。 


